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大阪狭山市教育委員会 様 

 

大阪狭山市これからの学校園のあり方 

検討委員会 委員長 今西 幸蔵 

 

 

大阪狭山市立幼稚園及び狭山中学校区の小中学校のあり方に関する意見書 

 

 令和３年７月６日付大狭教総第４２号で諮問のあった「大阪狭山市立学校園

の適正規模・適正配置に関する基本方針」の策定についての中で、大阪狭山市

立幼稚園及び狭山中学校区の小中学校のあり方に関し、次のとおり意見いたし

ます。 

 

 

大阪狭山市これからの学校園のあり方検討委員会 

委 員 長 今 西 幸 蔵 

副委員長 地 下 まゆみ 

委  員 針 田 美 子 

委  員 西 脇 文 恵 

委  員 荒 木 裕 子 

委  員 鈴 木 敏 弘 

委  員 藤 井 元 子 

委  員 山 村 歳 幸 

委  員 菊 屋 英 一 

委  員 酢 谷   貢 

委  員 大 西 圭 介 

委  員 横 山 まゆみ 

委  員 中 辻   功 

委  員 中 川 あつ子 

委  員 寺 田   育 

委  員 寺 下 憲 志 

 



大阪狭山市立幼稚園及び狭山中学校区の小中学校への対応について（意見） 

 

 

１ 大阪狭山市立幼稚園のあり方について 

 

 ・ 

  

・ 

 

２ 大阪狭山市立狭山中学校区の小中学校のあり方について 

 

 ・狭山中学校の取扱いについては、あらゆる可能性を検討するとともに、こ

どもにとって最善の対応策となるよう努めること。 

 

・校舎の増築を実施する際には、学校現場と協議を行い、可能な限り学校の

意見を取り入れるよう努めること。 

  

・狭山中学校区の小中学校は在籍数が多く、運動場が手狭になっている。 

こどもの健やかな育ちをすすめるため、十分な広さの運動場の確保に努め

ること。 

 

・本市のまちづくりは、各中学校単位で進められていることを踏まえ、地域

コミュニティの存続に影響をもたらす可能性のある通学校区の見直しは安

易に行わないこと。 

 

・ 


